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のため、改正された足場の規則を遵守し、新
たに設けられた「足場組立て等作業従事者に
対する特別教育」を早めに受講され、職場の
安全作業に生かしていただきたいと思います。
安全週間スローガンは「見えますか？　あ

なたのまわりの　見えない危
険　みんなで見つける　安全
管理」とされ、安全な職場環
境の形成のために、同じ職場
にいる労働者全員が参加し、
早期に危険要因を発見し、改
善・見える化し、事故の発生
を未然に防いでいくことを提
唱しています。昨年から県内
で取組が開始された「建設業
フィンガー・チェック運動」
（指差呼称による全員参加型
の災害防止活動）は、同様に、
職場で、一人ひとりが危険を
見つけ、指差し呼称で、職場
に潜む危険を確認し防止しあ
うことで、安全意識レベルを

高め、労働災害の防止につなげていくことを
目的としたものです。
安全週間の具体的な取り組みについては、
上記を含め、「平成28年度全国安全週間実施
要領」をご参照いただき、計画的に実施され
るよう併せてお願いいたします。

「見えますか？  あなたのまわりの  見えない危険  みんなで見つける  安全管理」�
期間／平成28年 7月 1日～ 7月 7日�

スロー
ガン�

平成28年度�

全国安全週間は、昭和３年に実施されて以
来、今年で89回目を迎えます。昨年は統計を
始めて、国内の全産業で年間死亡者数が初め
て1,000人を下回った模様です。また、全国の
建設業の労働災害についても、増加傾向に歯
止めがかかり、減少に転じた
ようです。
一方、県内の建設業におい
ては、技術者・技能者不足、
高齢化の進展により、依然と
して職場における労働災害発
生リスクが高い中で、死傷災
害が２年連続して減少し過去
最少の324人となりました。
加えて、死亡災害も８人から
３人に大きく減少し、平成21
年の４人を下回り、過去最少
となりましたが、今年は４月
までの死傷災害が前年同期よ
り８件10.7％増加しており、
12次防の目標達成を危ぶむ声
も出ており、正念場となって
います。
そんな中で、職場に潜む危険を察知できな
いこと等を背景に、経験が浅い労働者の労働
災害が増加しております。転倒災害を防止す
るため、継続して実施されることになった
「STOP！転倒災害プロジェクト」をさらに展
開し、依然として多い墜落・転落災害の防止
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建設業労働災害防止協会広島県支部第52回

通常総会を、去る５月20日広島パシフィック

ホテル（広島市中区）において開催いたしま

した。

檜山支部長の開会挨拶に続いて、ご来賓の

内田昭宏労働局長より祝辞をいただいたのち、

議事に入りました。

第１号議案　平成27年度事業実施報告承認の件

第２号議案　平成27年度収支決算承認の件

第３号議案　平成27年度会計監査報告

第４号議案　平成28年度交付金分担額（案）

承認の件

第５号議案　平成28年度事業計画（案）承認

の件

第６号議案　平成28年度収支予算（案）承認

の件

第７号議案　平成28年度広島県建設業労働災

害防止大会を広島市において９

月13日開催　承認の件

第８号議案　役員改選の件

議事終了後、新庄広島労働局健康安全課主

任産業安全専門官より「平成28年度労働行政

のあらまし」をもとに労働行政の現状と課題

について、ご説明をいただき、総会を終了い

たしました。

＜平成28年度事業計画（抜粋）＞

１．まえがき

建設業労働災害防止協会は平成26年に創立

50周年を迎え、新たな半世紀のスターﾄを切っ

た年になり２年目を迎えた。東京オリンピッ

ク・パラリンピックを踏まえた工事、震災等

の復旧復興、国土強靭化工事、民間工事など

の好調な景況がある反面、地域間格差問題や

公共工事の減少等先行きはやや不透明となっ

ています。

依然として、技能者・技術者の担い手不足、

高齢化が進む職場環境にあり、労働災害発生

リスクに対し、労働災害を防止するため、安

全衛生教育の充実、安全衛生管理活動の活性

化を進めていく必要があります。また戦後建

檜 山 支 部 長

広島県支部 第52回通常総会

建設業労働災害防止協会

内田広島労働局長
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設された建物の解体がピークを迎え、解体工

事による死亡災害が多発し、災害防止対策の

徹底が課題となっています。

このような背景の中にあって、平成27年の

県内の建設業の労働災害は、２年連続して死

傷災害が減少し、死亡災害も３件と過去最少

を記録した記念すべき年になったが、労働災

害防止５か年計画の目標を維持し、さらに労働

災害減少に向けて努力していく必要があります。

また、当支部は会員減少、技能講習等教育

受講者減少の中で、活動の活性化、運営収支

の改善のため支部分会を含めた組織に見直し

等の検討のため、委員会を設置し検討を開始

しました。

１．本部基本方針に基づく重点事項の実施

本年度は国の第12次労働災害防止計画に基

づき建災防が策定した第７次労働災害防止計

画の４年目にあたり、死亡災害を20%以上

（５件以下）減少させ、死傷災害を15%以上減

少（294件以下）させるという目標について、

３年目で達成した死亡災害をさらに減少させ、

死傷災害目標を達成させるため28年は324件か

ら300件を下回るよう努力をすべき年になりま

す。

当支部としては、事業実施計画に当り、平

成28年度における建災防本部の「事業計画」

及び「建設業労働災害防止対策実施事項」の

基本方針、重点実施事項にのっとり、「安全衛

生教育事業の一層の推進」「建設業安全衛生マ

ネジメントシステム（COHSMS）の導入・実

施」「リスクアセスメントの確実な実施と確認」

「重篤度の高い労働災害を減少させるための重

点対策」等を支部の基本方針に据え、

１　リスクアセスメントの確実な実施と確認

２　建設業安全衛生マネジメントシステム

（COHSMS）の導入・実施」

３　各種安全衛生教育の一層の推進

①　労働安全衛生規則改正に伴う足場の組

立て等の作業に係る業務の特別教育

②　熱中症予防指導員教育について、国が

示した「平成28年度の職場における熱中

症予防対策の重点的実施」によるカリキ

ュラムに準じた「作業を管理する者」に

対する熱中症予防指導員研修及び「労働

者向け労働衛生教育」

③　酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育

④　丸のこ等取扱い作業従事者教育

⑤　石綿取扱い作業従事者特別教育

⑥　新規に開催される斜面掘削工事におけ

る土砂崩壊防止対のための「斜面の点検

者に対する安全教育」

⑦　各種技能講習

⑧　リスクアセスメントを取り入れた各種

安全衛生教育

⑨　建設従事者教育

⑩　新しく設けられた法面ロープ高所作業

に係る特別教育等の実施

４　建災防本部が主唱する「重篤度の高い労

働災害を減少させるための重点対策」の積

極的な推進

①　三大災害（墜落・転落災害、建設機

械・クレーン等災害、斜面崩壊災害）の

絶滅運動

②　石綿障害予防対策

③　熱中症予防対策

④　メンタルヘルス対策

５ 「STOP！転倒災害プロジェクト」の継続

的な取組による転倒災害防止活動の推進新庄主任産業安全専門官
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６ 「建設業労働災害防止規程」の周知徹底及

び遵守

などを重点に、労働災害防止活動を展開し

実施することにより安全意識の高揚を図り、

監督官庁等の行政運営方針、指導のもと、県

支部・分会が共通認識に立って、労働災害の

大幅減少に向け、以下の事業を効果的、効率

的に推進するものといたします。

具体的な事業内容としましては、

１　安全パトロールの実施

２　建設工事に従事する労働者に対する安全

衛生教育の実施と勧奨

３　低層住宅建築工事の災害防止対策の推進

４　専門工事業者安全活動等促進事業

５　建設業労働安全衛生マネジメントシステ

ム（COHSMS）の普及、促進

６　職業性疾病予防対策の推進

７　集団指導の実施

８　各種講習、教育等の計画的な推進

９　広報活動

10 安全衛生行事

①　平成28年９月13日広島県民文化センタ

ー（広島市）において、第50回広島県建

設業労働災害防止大会を開催

②　建災防支部、広島労務研究会、広島県

建設工業協会三者合同安全祈願祭を実施

する。

11 会員の加入促進

12 関係行政機関並びに労働災害防止団体と

の連携

① 「建設工事関係者連絡会議」に積極的に

参加し、緊密な連携のもと、安全衛生に

配慮した発注の促進、安全衛生合同パト

ロールなどの取組を協議、合意できた取

組の実施により、建設工事における労働

災害の一層の減少を図る。

② 「フィンガー・チェック運動」を、建災

防支部、各分会が連携し、労働局、所轄

労働基準監督署との連携・協力のもと、

積極的な運動の推進を図る。

13 広島県支部組織改革検討委員会の設置運営

会員減による会費の減少、従事労働者数の

減少などによる各種講習教育受講者減による

教育講習収入の減少等を踏まえ、平成27年４

月に広島県支部組織改革検討委員会を設置し、

組織・財政改革の協議・検討を行い、一定期

間を目途に結論を得ることとしている。

本年度も皆様のご協力をよろしくお願い申

し上げます。

第 5 2 回 通常総会風景
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国、県と労働局、県支部と三者による平成28年度建設工事関係者連絡会議が開催！！

去る、５月17日（火）に広島県、広島労働局、建災防広島県支部、５月23日（月）に国土交通

省中国地方整備局、広島労働局、建災防広島県支部の「公共発注機関・労働行政機関・建設業労

働災害防止団体」の三者が同時に参加して、工事の安全衛生に関し緊密に連携して防止対策を進

めていくことを目的として、会議が昨年に引き続き開催されました。

○会議開催の背景等について

公共機関発注工事の安全対策については、今後東京オリンピック・パラリンピック関連工事の

本格化等に伴い全国的に人手不足が深刻になり、地方の人材確保、現場管理に支障が出る懸念が

あることから、連絡会議を設置して、安全衛生に配慮した発注の促進、三者が参加するパトロー

ルの開催、安全衛生教育等の促進を協議し、連携を図っていくことを目的とした会議を開催する

ものです。事務局は労働局が担当されています。建災防広島県支部は、２つの会議に県支部常任

委員のメンバーが４人ずつと事務局長が参加しました。

○会議の内容について

第２回目の今回は、昨年６月に出された「斜面崩壊による労働災害防止に関するガイドライン」

「斜面点検者に対する安全教育実施要領」によって、①施工業者だけでなく、設計及び設計のた

めの事前調査段階から、施工中にわたり、発注者も含めて状況、内容を把握し、異変が感じられ

た場合、設計、調査、施工の３部門が点検調査事項の情報を共有しながら一緒になって対応する

仕組みを設けたこと、②このためには、斜面点検者による適切な点検がなされ、その点検内容が

発注者、設計者及び施工者間で情報共有されることが重要であり、そのためには点検者に十分な

知識と判断の力を付与するための教育が必要であることから、この連絡会議では、建災防が開催

する「斜面点検者のための教育」を担当する講

師から、「足場点検者教育のポイント」と題し

て、１時間の講演がありました。

会議では、労働局から、厚労省より「平成28

年度の建設業における安全衛生対策の協力要請

について」が、国土交通省並びに、関係事業者

団体宛てになされており、この要請文には、今

回の会議のテーマになっている、「斜面崩壊に

よる労働災害の防止対策に関するガイドライ

ン」に基づく点検者教育の要請も含まれてい

るとの説明がありました。

建災防は今年度８月、10月に点検者教育を

開催予定と説明しましたが、この斜面点検者

教育を、施工者のほか、国、県市町の設計、

調査担当者及び、外注のコンサル会社の担当

者にも幅広く受講していただき、本ガイドラ

インの趣旨が浸透するようになれば、斜面崩

壊災害の防止に役立つものと考えています。 連絡会議の模様
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平成28年度の建設業における安全衛生対策の推進に係る協力要請について

今般厚生労働省より、建設業労働災害防止協会に、以下の取組の協力要請がありました。

１．足場からの墜落・転落防止対策の徹底：新しい「足場からの墜落・転落災害防止総合対策推

進要綱」の周知、及び足場の組立て等特別教育の実施に係る周知徹底

２．その他の墜落・転落災害の防止：ハーネス型安全帯の普及促進、墜落・転落災害の約３割を

占めるはしご等からの転落防止対策のパンフレットによる周知，指導。

３．建設工事関係者連絡会議の運営：安全に配慮した発注の促進等の協議、情報共有

４．建設業安全衛生マネジメントシステムの普及

５．建設工事における安全衛生経費の確保対策：27年６月に出された厚労、国交両省共同作成の

リーフレットを活用し、経費積算に当り労災防止の必要な経費を盛り込む。

６．転倒災害防止対策（STOP！転倒災害プロジェクト）：転倒防止対策の周知徹底

７．交通労働災害防止対策：現場事務所往復間の交通事故防止ガイドラインの事故防止

８．熱中症対策：建設業、建設現場に付随する警備業の重点的な予防対策の実施

９．じん肺予防対策

10. 外国人就労者等の労働災害防止対策：外国人使用事業場の安全衛生教育の実施

11．石綿健康障害予防対策：建築物解体工事における石綿使用状況の把握対策の実施

12．職長等指導力向上教育の活用：委託事業にて開催する教育の受講の周知

13．建設工事従事者教育の徹底：建設現場の従事労働者に対する６時間教育の実施

14．各種ガイドライン等の周知徹底：「斜面崩壊による労働災害の防止に関するガイドライン」

の周知徹底及び斜面点検者に対する安全教育の実施、今年度発出を予定される「山岳トンネル

工事の切羽における労働災害の防止に係るガイドライン」の周知徹底

15．建設工事の現場等における荷役災害の防止：建設工事現場における運送業者の荷役作業ガイ

ドラインに基づく「荷役作業場所のチェックリスト」を活用した取組の協力

４月22日兵庫県神戸市の橋梁建設工事において架設桁が落下し、10名の労働者が被災し、うち

２名が死亡する重大災害が発生したことを受け、同種工事を行う現場に対し、重量物の吊上げ、

送り出し、横取り、吊下ろし等の作業（以下「橋桁等移動作業」という。）について、以下の６

項目の総点検を行うよう要請がありました。

１　構造物及び架設用設備の支持条件、荷重条件に合致する作業方法を実施すること。

２　架設用設備の構造・強度に応じた適切な使用及び保守点検を実施すること。

３　安全な作業手順を定め、それに基づいて作業を実施すること。

４　作業の指揮命令系統を明確にするとともに、作業主任者等の職務の励行を図ること。

５　十分な知識・技能を有する作業者により作業を実施すること。

６　関係事業者間の連絡調整を緊密に行うこと。

橋梁建設工事における橋桁の落下防止等に関する安全総点検について

行政トピックス
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平成 2 7 年

平成
28年

その他

0

0
0
1
0
0
0
0
0

17
7
17
4
6
7
13
4

全　　　産　　　業

10.8
7.0
12.4
5.1
15.6
21.3
11.5
10.8

75

6
－2
2

－2
1
3

－4
4

監督署別

75

建　　　設　　　業

平成 2 8 年

23
5
18
2
7
10
9
8

23
5
19
2
7
10
9
8

平成27年・28年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
広島労働局（平成28年４月末）

広島中央
呉

福　山
三　原
尾　道
三　次
広島北
廿日市

716 720 34 0

死傷計

1 82 83 8

死亡 休業

平成 2 7 年

17
7
17
4
6
7
13
4

死傷計

0
0
0
0
0
0
0
0

死亡 休業

－5
10
15
5
－3
6
－3
9

平成 2 8 年
増減数

213
70
151
38
45
47
78
74

213
71
153
39
45
47
78
74

死傷計

0
1
2
1
0
0
0
0

死亡 休業

218
61
136
33
47
41
81
64

218
61
138
34
48
41
81
65

死傷計

0
0
2
1
1
0
0
1

死亡 休業

平成27年・28年　建設業における事故の型別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
広島労働局（平成28年４月末）

（ ）内は、死亡の内数

合計事故の
型別

（0）
75

火災

（1）
83

有害物質
と 　 の
接　　触

動作の
反　動

0

0

4

5

0

0

高温・低温
の物との
接　　触

0

0

0

0

交通
事故

0

4

踏み
抜き

0

9

9

はさまれ・
巻き込まれ

切 れ
こすれ

4

4

14

平成
27年

転倒墜落
転落 激突飛来落下

崩壊
倒壊

激突
され

3

3
（1）
2

1

6

5

8

57

33

32

感電

0

0

35.3
－28.6
11.8
－50.0
16.7
42.9
－30.8
100.0

5 681 686 4 10.7 11.5合　計

― 斜面掘削工事に関係する皆さんへ―

崩壊を予測することが難しい斜面の点検は、「斜面崩壊による労働災害に関するガイドライン

（平成27年６月29日）」と併せ、一定の知識を有する点検者が実施することが求められます。建災

防広島県支部では、斜面の点検が適切に行われるよう「斜面点検者に対する安全教育」を開催し

ます。

【開催日時・開催場所・募集定員】

○広島会場：平成28年８月３日（水）13：00～17：30 定員 50名

中特会館３階会議室（広島市中区幟町3－57）

○福山会場：平成28年10月12日（水）13：00～17：30 定員 50名

福山土木建築会館会議室（福山市若松町８－22）

【修了証】受講者には、修了証を交付いたします。

【受講料】会員・・5,400円、非会員・・6,500円（別途テキスト代 2,060円）

【申込方法ほか】申込書を受講料・テキスト代ともに支部に現金書留で郵送又は直接持参くだ

さい。申込書は当支部ホームページからダウンロードできます。

斜面点検者に対する安全教育を開催します！
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　建災防広島県支部（082）228－8250

＊詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。�
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。�

広島分会（082）228－8252　　三原分会（0848）63－9920　　　　�
呉 分 会（0823）22－6886　　尾道分会（0848）22－8918　　�
福山分会（084）924－4320　　�

広 島 県 支 部 各 分 会�

�

�

　建 災 防 広 島 県 支 部　 http : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/�
　建災防広島県支部広島分会　 http : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/hiroshimabunkai/�
　建災防広島県支部福山分会　 http : //fukubun.sakura.ne.jp/�
　建災防広島県支部三次分会　 http : //ww7.enjoy.ne. jp/～khm62/

三次分会　（0824）62－4391　　�
廿日市分会（0829）31－0196

ホームページアドレス�

（平成28年6月～平成28年8月末までの計画）�

平�成�28 年�度�講�習�計�画� 建設業労働災害防止協会広島県支部�

建設工事に従事する労働者の�
　　　　　ための安全衛生教育
　「建設従事者教育」（６時間）�
＊要請により、随時実施（支部）�

職長等各種教育の日程�
受付分会�職長・安全衛生責任者教育�実施場所� 現場管理者統括管理�

足場能力向上教育�

足場能力向上教育�
足場点検実務者研修�

熱中症予防指導員�受付分会�実施場所�

受付分会�実施場所�

受付分会�実施場所�

受付分会�実施場所�

安全衛生推進者教育� 受付分会�実施場所�

新総合工事業者のリスクアセスメント� 受付分会�実施場所�

三次市�三次�　　　　７月１２日�

呉市� 呉�　　６月１６～１７日�
広島市�広島�　　７月２０～２１日�
福山市�福山�　　８月２２～２３日�

広島市� 広島�　　　　６月１５日�

広島市� 広島�　　　　６月２９日�

福山市� 福山�　　　　７月２８日�

福山市� 福山�　　　　　　２３日�　　　　７月　７日�
　　　　６月１６日� 福山市�福山�

尾道市�尾道�

　　　　６月１６日� 広島市�広島�
　　　　８月　５日� 呉市� 呉�

　　　　６月２１日� 福山市�福山�

特別教育等の日程�

実施場所�

�
呉�呉市�　　　　　　２１日�

広島市�広島�　　　　７月　７日�

広島市�広島�　　　　８月１９日�
福山市�福山�　　　　７月　７日�

福山市� 福山�　　　　７月　５日�

広島市�広島�　　　　６月２４日�
広島市�

尾道�
　　　　７月　９日�

尾道市�
広島�

　　　　　　２０日�

呉市� 呉�　　　　　　２４日�
広島市�　　　　　　３０日� 広島�

福山市�福山�　　　　８月　９日�

実施場所�
　　　　６月１４日� 三次市� 三次�

　　　　６月２８日� 広島市� 広島�

　　　　８月２６日� 福山市� 福山�

足場の組立て等（3時間）� 受付分会�実施場所�受付分会�

実施場所�受付分会�

受付分会�

巻き上げ機（ウインチ）運転�

低圧電気取扱業務�

車　両　系（整地等）�
運転業務従事者教育�

実施場所�受付分会�

刈 払 機 取 扱 作 業 �

実施場所�受付分会�自由研削砥石取替え等業務�

実施場所�受付分会�高所作業車運転業務�

作業主任者技能講習の日程�
担当分会� 担当分会� 担当分会�足 場 の 組 立 て 等 �実施場所�

担当分会�地山の掘削及び土止め支保工�実施場所�

型枠支保工の組立て等�
福山�福山市�　７月２１～２２日�
広島�広島市�　　　２６～２７日�
三次�三次市�　８月　９～１０日�
尾道�尾道市�　　　２５～２６日�

広島�広島市�　６月２１～２３日�
福山�福山市�　７月１３～１５日�

実施場所�
　７月１２～１３日� 広島市�広島�
　８月３０～３１日� 呉市� 呉�

　８月　４～　５日� 福山市�福山�

　８月　１～　２日� 広島市�広島�

６月１７～１８・２０日� 広島市� 支部�

　８月２４～２５日� 広島市� 広島�

実施場所�

担当分会�コンクリート造の工作物の解体等�実施場所�

担当分会�コンクリート橋架設等�実施場所�

酸欠・硫化水素危険�

担当分会�実施場所�木造建築物の組立て等�

�


